
使用説明書 


而 


給表示の例 


A 記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具体的な注意内 
容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

〇記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近くに具体的な禁 
止内容（左國の場合は分解禁止）が描かれています。 

♦記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近くに具体的な 
強制内容（左図の場合は電池を取り出す）が描かれています。 


安全上のご注意 


ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みのうえ、十分に理解してから正しくお使い下さい。お読みになっ 
た後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管して下さい。 


表示について 


製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の人への危害や財産への損害を未然に防止するために、重要 
な内容を記載しています。 


表示と意味は次のようになっています。 


A 

A 


お化 
言口 

ま意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ 
れる内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


A <0 € 





敏 化 
言 口 


0 

見ないこと 


レンズまたはカメラで直}8太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障害になることがあります。 


を 

巧油を取る 

〇 

すぐに修理化おを 


滿亂激 I 、就プ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出ずこと 

そのまま使用すると電池が破裂し、ケガの原因となります。 

電池を取り出す際、乂傷に十分を意すること。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼して下さい。 


0 

巧巧禁止 


可燃性ガスの雰囲気中で使用しないこと 

爆発、义災の原因になることがあります。 



禁止 


ストラップび首に巻き付かないようにずること 
特にな照-児童の首にストラップをかけないこと 

首に巻き付ぃて窒息することがあります。 











ま意 


^ 分解した • 改造をしないこと 

分解禁止 異常動作をしてケガをすることがあります。 


落下などによって碱 i し、内部び露出したときは、露出部に手を触れなしにと 

破損部でケガをすることがあります。 

電池を巧いて、販売店または当れサービス機関に修理を巧頼して下さい。 


巧触装止 

〇 

す〈''じ修理化巧を 


水につけた0水をかけた0しないこと 

水かけ禁止 電池が破裂、発熱し、ケガの原因となります。 


0 

巧置禁止 


製品および付属品は、纺巧の手の届かない巧に巧管ずること 

ケガをしたりイ寸属品や電池を飲み込むおそれがあります。 











注 



A 

保管注意 


ffi 用しないとをは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあた S ない巧に巧 
管ずること 

太陽光がレンズに入射し、発义の原因となります。 


0 

をお)禁止 


3卸にカメラやレンズを取0付けたままな動しないこと 

転倒したり、ぶつけたりしてケガの原因となります。 


A 

使用注意 


使用説明善に表示された電巧を巧用すること 

発熱、発义の原因となります。 


ファインダーをのぞをなび S ホかないこと 

ホ行禁止 つまずいたり、転倒したりしてケガの原因となります。 











注意 


0 

禁止 


電池を义に入れたり、シヨート、分解、加熱をしないこと 

破裂、発义の原因となります。 


A 

使巧を意 


電池に表示された警告-ミち意を守ること 

破裂、発义の原因となります。 







はじめに 


このカメラは、小型軽量の TTL 開放測光のメカ 
ニカルシャツタ——眼レフカメラです。シャツタ 
ーボタンの半押しによりフアインダー内左横に 
見える露出表示がグリーンになるようにシャツ 
タースピードと絞りを調節し、ピントを合わせ 
シャッターボタンを押す。それだけで、どなた 
にも美しい写真を撮っていただけます。 


■保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には、保証書とカスタマ登録カードが 
付いていますのでご確認ください。 

…保証書の詳細は、「アフターサービスと保証に ついて」 
( P 39) をご覧ください。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をすると 
きには、必、ず試し撮りをして、カメラが正常に 
機能するかを事前に確認してください。 

…本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した 
諸費用および撮影じより得べかりし利益の喪失等）に 
ついては補償いたしかねます。 
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各部の名称 


( 1 ) 

に） 

( 3 ) 

( 4 ) 

( 5 ) 

( 6 ) 

( 7 ) 

( 8 ) 

( 9 ) 

( 10 ) 
( 11 ) 
( 12 ) 

( 13 ) 

( 14 ) 

( 15 ) 

( 16 ) 


シャッタースピード指標 

シャッタースピードダイヤル/フイルム感度 

セツトリング 


シャツターボタン 
フィルム卷上げレバー 
フィルムカウンター 
吊り金具 
グリップ 

セルフタイマーレバー 
レンズ取がしボタン 
アクセヴ IJ ーシュー 
巻戻しクランク 
巻戻しノブ/裏ぶた開閉ノブ 
フィルム感度確認窓 
絞込み（プレビュ ー） レバー 
を重露出レバー 
測光ボタン 



※イラストの中のレンズは FM 10 カメラボデイ単体販売のものには付属いたしません 












(17) ファインダー接眼窓 

(18) フイルム巻戻し軸 

(19) パト□—ネ室 
に 0) 電池室蓋 
にり S 脚ねじ穴 

(22) フイルムガイド レール 
に 3) スプ ロケット 
に 4) 裏ぶた 
に日）フイルム圧板 
(26) 巻戻しボタン 
に 7) 卷取り スプール 18- 

(28) フイルム確認窓 


FM 10 付属品 

♦専用ケース※ 1 

参レンズ LaII ズームニッコール 35-70 mm F 3.5-4.8 S (52 mm レンズキヤップ付き） 




LR 44 型アレカリ電池2イ固 （ご使用の際は P 18 をご覧ください。） 

ま用ケースとレンズは、 FM 10 カメラボディ単体販売のものには付属いたしません。 
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ネックストラ、ソフの取り付け方 

付属のネックストラップは、下図のように取り付けてご使用くださし、。 



1三角環を吊り金具 ( 6 ) に通し、 
ストラップを取りがけます。 

…かずストラップの先端が内側になるよ 
うに取り付けてくださし、。 



2片方で長さを調節します。 

•••黒いプラスチック環が付いている方で 
長さを調節し、プラスチック環でスト 
ラップをまとめると便利です。 
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電池の入れ方 


A 警告 

^ 電池は幼巧の手の届かなし、所に置くこと 

V y 万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談 


放置禁止 してくたさし、。 


この カメラには、 LR 44 型 アルカリ 電池2個、 CR - 
1/3 N 型リチゥム電池1個または SR 44 型銀電池2個を 
使用します。 

1 電池室蓋 （20) を、コインなどで反時計方向に 
回して夕 f します。 

と電池を電池室蓋に差し込みます。 

…電池室蓋側面の表示に合わせて入れてください。 



G 電池室蓋を電池室に差し込み、時計方向に回し 
て確実にねじ込みます。 







電池容量のチエック 

1 卷上げレバー （4) を図のように引き出してく 
ださし、。 

2 シャッターボタン (3) を軽く押したまま（半押し）、 
ファインダー接眼窓 （17) をのぞきます。 

... ファインダー内左側に、3個のランプ（+、0、一） 
のどれかが点灯していれば、電池容量は OK です。 
ひとつも点灯しない場合は、電池を入れ間違えて 
いるか、電池が消耗しています。 

•••電池が消耗している場合は、2個とも新しい電池と 
交換してください。 

※撮影しないときは、不用意にシャッターがきれるのを防ぐ 
ため、巻パず'レバーを元の位置に戻しておいてください。 
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フイルムの入れ方 


•フイルムの おし入れは、直穿 t 日光を避けて行っ 
てください。 

.フイルムの 化し入れの際に、指先 やフイルムの 
先端がシヤツター幕に触れないように注意してく 
ださい。 

1巻戻しノブ (12) を強く引き上げると裏ぶたが開 
きます。 

…襄ぶたが開くと、フイルムカウンターけ）は" S " 
になります。 

么パトローネを出っ張りのある方を下にして、パ 
トローネ室 (19) に入れます。 

3巻戻しノブを元の位置に下げて、パトローネに 
囑み合わせます。 

4フイルム先端を巻取りスプールに 7) の溝に差し 
込み、フイルムの穴 （パー フオ レーシヨ ン）をス 
プールの溝の下方の爪に弓 I っ掛けます。 




-15 




5 巻上げレバーでフィルムを巻き上げます。 

.•.フイルムが上下のフイルムガイドレール （22) の 
間に正しく置かれていること、フィルムの穴がス 
プロケット (23) の歯に曠み合っていることを確 
認してください。 

6裏ぶたを、パチンと音がするまで静かに押して 
閉じます。 

7巻戻しクランクを矢印の方向にゆつくり回し 
て、フィルムのたるみを無くします。 

...クランクを回す力が重くなったら、フィルムのた 
るみがない;!犬態です。 

8巻上げレバーを巻き上げてシャッターをきる動 
作を繰り返して巧い、フィルムカウンターが 
"1" になるまでフィルムを巻き上げます。 

...フィルムを巻き上げるとき、巻戻しノブが回って 
いれば、フィルムは正しく送られています。必、ず 
確認してください。 

...巻上げレバーは、ゆっくり確実に巻き上げてくだ 
さい。 
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フイルム感度のセツト方法 


フィルム感度は、フィルムの外箱あるいは使用説 
明書に明記されています。 

1 フィルム感度セットリング （2) を引き上げなが 
ら回します。 

2 フィルム感度確認窓 （13) 内で、使用フィルムの 
感度と同じ目盛を指標"▼"に合わせます。 

…フィルム感度は必、ず目盛の化置を指標になわせて 
ください（確おにクリックに落ち込む位県にセット 
してください）。目盛外の位置に合わせると立確 
な露出表ぶが得られません。 
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カメラの持ち方、構え方 


.左手はカメラの底を支え、左手の親指と人指し 
指で距離リングを回せるように持ちます。 

.右手はグリップを軽く握り、人指し指をシャッ 
ターボタン にかけます。 

•両手のひじを軽く体につけ、カメラを額につけ 
てファインダー接眼部をのぞきます。 



※望遠レンズ使用時あるいは低速シャッタースピード使用時 
は、でぶれを防ぐため、ご脚、ケーブルレリーズ等のご使 
用をおすすめします。 


※三脚マツ ト について 

カメラ じ大口径レンズ （フィルター サイズ 62 mm . 72 mm - 
77 mm 等）を装着して王脚に取り付ける際に、取り付け位 
置じよっては？三脚の雲台とレンズ鏡筒部が接触することが 
あります。このような場合は、雲台の カメラ 止めねじ部に 
吉脚マットを乗せて、 カメラの 取り化け位置を高くしたう 
えで^脚に固定してください。 
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適正露出の巧め方 _ 一 

シャッタースピード優先撮影の場合 

標準レンズ （ Ai ズームニッコール35〜 70 mm / F 3.5 〜 4.8 S ) を装着し、に0100フイルム使用時のシャ 
ッタースピードの一般的な目安は、表の通りです。 


撮影状況 

シャツ タースピード （秒） 

薄暗くて、静止している被写体 

1 〜 1/15 

一般的な室内 

1/30 〜 1/60 

晴れた屋外 

1/125 〜 1/250 

真夏の海辺 

1/500 〜 1/2000 

雪山 

1/500 〜 1/2000 

動きの速い被写体 

1/500〜1/2000 


…シャッタースヒードの目盛は、"2000"は1/2000秒を、。 1" は1/1秒を、‘‘ B " はバルブ撮影を表しています。 

…シャッタースピードは、被写体が明るし^ほど、被写体の動きが速いほど、使用フィルム感度が鳥いほど、な速にセ 
ットします。 

…ち遠レンズ装着時は、ず-ぶれの影響が火きいため、できるかぎり速いシャッタースピードを選んでください。^般 
に使用レンズの焦点距離数ザな — h のシャッタースピード、つまりけ 5 mm レンズなら1/250砂ん:300 mm レンズな 
ら1ク00ず少从上をおすすめします。 
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1 巻上げレバーを軽く引き出してからシャッ ター 
ダイヤル(2)を回して、希望のシャッタースピー 
ドをシャッタースピード指標(間に合わせます。 

…シャッターダイヤルは目盛の中間位置で止めて使 
用すると正確なスピードが得られません。カチッ 
と音がするクリック位置にセットしてください。 

...B (バルブ）にセットしたときは、露出表示は使用 
できません。 

2ファインダーをのぞき、シャッターボタンを軽 
く巧したままレンズの絞りリングを回します。 

.•.ファインダー内左横のグリーンの〇印が点なすれ 
ば、適正露出です。 

…赤の+印が点灯している場合は露出オーバーなの 
で、絞りを絞り込む方向に回します。 

•••赤の一印が点灯している場合は露出アンダーなの 
で、絞りを開く方向に回します。 

※極端に明るいものや暗いものの場合は、カメラの測光範囲 
( EV 2 〜 EV 19) を越えるため正確な露出表示ができません。 
グリーンの〇巧が点灯していても、不適正な露出で撮影さ 
れることがあります。 



約1段此 h 
露出 オーバー 


適正露出 


約1段上 
糜化アンダー 


輿-近:-ななな 

/ I \ / I \ 

\ I / \ 1 / \ I / 

〇ななな〇 



約1段 iu 内 約1段な内 
露出 オーバー 糜出アンダー 


適正露出のミ夫め方 _ 

絞り優先撮影の場合 

絞り値は被写体の明るさ、被写界深度のとり方、使用フイルム感度などによって選びます。 
松0100のフイルム使用時の-般的な絞り値の岂をは、表の通りです。 


撮影状況 

絞り ( F ) 

薄暗いとき 

F 1.4 〜 F 2 

被写界深度を浅くしたい場合 

F 1.4 〜 F 2 

一般的な室内 

F 2 〜 F 4 

曇天の屋外 

F 4— F 8 

晴れた屋外 

F 8 〜 F 11 

真夏の海辺 

F 11 〜 F 16 





1 卷上げレバーを軽く引き出してからレンズの 
絞りリングを回して、希望の絞り数値をレンズ 
の指標に合わせます。 

2ファインダーをのぞき、左手でカメラを持ち、 
左親指で測光ボタン (16) を押したままシャッタ 
ーダイヤルを回します。 

…ファインダー内のグリーンの〇印が,な灯すれば、 
適正露出です。 

…ホの+印が点灯している場合は露出オーバーなの 
で、シャッタースピードを速くします。 

…赤の一印が点灯している場合は露出アンダーなの 
で、シャッタースピードを遅くします。 

※このカメラの測光範囲についてはに3を参照してください。 


約1段な h 約1段 h 

露化オーバー 適ぶ歲出 蘇化アンダー 



約1段に1内 約1段じ1内 

'盛出オーバー蘇出アンダ' 一 
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このカメラの測光節囲について 


このカメラの測光範囲は EV 2 〜19 OS 0100) です。 

各フイルム感度での露出計に連動するシャッター速度の範囲は下表の通りです。 

I I の部かは LED が点灯しても、露出計は連動しませんのでご注意くださし、。 


フイルム 

感度 （ ISO ) 

シャツター速废 

25 

1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 



50 

1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 


100 

1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 

200 


1/2 

1/4 

1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 

400 



1/4 

1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 

800 




1/8 

1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 

1600 





1/15 

1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 

3200 






1/30 

1/60 

1/125 

1/250 

1/500 

1/1000 

1/2000 
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ピントの合わせ方 


ピントは、ファインダー中央の二重円内で合わせ 
ます。内側の円はスプリ、ソトイメージプリズムじ、 
その外周はマイクロプリズムになっています。 

ファインダー全体の マッ ト面でもピント合わせが 
できます。 

…ピント合わせ方法は、被写体や使用レンズなど撮影状況に 
応じてお選びください。 

1ファインダーをのぞき、距離リングを回します。 

... スプリットイメージプリズムでは、被ち:体の h 下 
の像が-致すればピントのなった状態で、像が左 
右にずれている場なはピントが合っていない状態 

で寸 

•••マイクロプリズムでは、被写体が最もはっきり見 
える状態がピントの合ったときで、崩れてちらち 
らした感じに見えるときはピントが合っていない 
ときです。 

.•.ファイン ダー全体の マッ ト面では、像が最もは っ 
きり見える状態がピントが合ったときです。 

※このカメラのファインダー 視野率は 約 92〇/〇です。実際に写 
る範囲は ファインダーで 見える範囲よりを干にくなります。 
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ピントがたっている 


ピントがずれている 










被写巧深度の確認方法 


セットした絞り値での被写界深度を、ファインダー 
をのぞいて確認できます。 

1 絞りをセットしてから、絞込み{プレビユ ー） 
レバー （14) を押し込みます。 

2 ファインダーをのぞいて、被写界深度を確認し 
ます。 

ま意 

. 絞込みレバーは十みに押してください。 

. 絞込み レバー を押し込んでいる間は、 シャッ ターをきった 
り、フイルムを巻き上げたりしないでください。カメラの作 
動に不具合が生じたり、故障するおそれがあります。 
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フィルムの巻戻し方 

フィルムの巻戻し、取出しは直射日光の当たらな 
いところで行ってください。 

1 卷上げレバーが重くなったらフィルムカウンタ 
-(5)を確認してください。 

•‘ •規定枚数を撮り終わったらフィルムを巻戻します。 

么カメラ底部の巻戻しボタン （26) を押し込みます。 

3 巻戻しクランク （11) を起こして、矢印方向に回 
します。 

…卷戻しの手ごたえが急に軽くなったら、巻戻し完 
了です。 

4 巻戻しノブを引き上げて裏ぶたを開き、フィル 
ムを取り出します。 

••• 巻房しが宗了するまでは、裏ぶたを開けないでく 
ださい 。裏ぶたを開けると フイルムに 光が入り露光 


巻七げ途中でフイルム終端に達した場合は、巻上げ レバー 
がロックされます。この場合は、力を入れて無理に巻き上げ 
ないでください。フイルムを完全に巻き戻した後、いったん 
巻上げ操作を完了させてから元の位置に戻してくださし、。 
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B (バルブ)撮影 


夜景など1秒な上の長時間露出を必要とするとき 
や、スピードライトのテスト発光との併用で特殊 
撮影を楽しむときなどにご利用ください。 

《 S 脚、ケーブルレリーズ等のご使用をおすすめします。 
※バルブを使用した長時間露光時には、電池消耗及び 
LED 表示による漏光力 s 発生し得ることもありますので、 
電池を取り外して下さい。 

1シャッターダイヤルを" B " にセットします。 

2シャッターボタンを押します。 

…押している間は、シャッターが開いています。 
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セルフタイマー撮影 


記念撮影などで自分も一-緒に写したいときにご利 
用ください。カメラぶれを防ぐ目的でケーブルレ 
リーズの代わりに利用することもできます。 

※セルフタイマーはいったんセットした後は解除できません 
ので、注意してください。 

1巻上げレバーを巻き上げてから、セルフタイマ 
ーレバー （8) を反時計方向に一杯に回します。 

2シャッターボタンを押します。 

•..セルフタイマーが作動し、約 10 秒後にシャツターが 
きれます。 
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スピー ドライ ト 撮影 


ニコン製のスピードライトをご使用の場合は、ア 
クセサリーシュー （10) に差しをむだけで使用でき 
ます。 

1 シャツターダイヤルを1/125秒より低'まにセツ 
卜します。 

2絞りをセツトします。 

…スピードライトを自動調:化モードでご使用の場合 
は、スピードライトの使用説明書に従って絞りを 
ょ^'ソト, キす 

...スピードライトをマニュアルモードでご使用の場 
合は、下の式から得られる絞りをセツトします。 

絞り値 （F)= ガイドナンバ ー(GN) 今撮影距離 (m) 



注意 

.他社製のスピードライトは使用しないでください。カメラ 
の正常な機能がお揮できないことがあります。 
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を重露出撮影 


同ーコマ上に複数回の露光を与えることにより、 
特殊な効果を出すことができます。 

1 シャッターボタンを押して、1回目の撮影を巧 
います。 

2 多重露出レバー （15) を手前に止まる所まで引 
きながら、巻上げレバーでフィルムを巻き上げ 
ます。 

…フイルムカウンターの数字が'をわっていないこと 
ををを認してくださし、。 

3 シャッターボタンを押して、2回目の撮影を巧 

います。 

4 希望の回数だけ2〜3の手順を繰り返します。 



•夕棄露出では同•コマ上に何回も露出を与えるので、各撮影の露光量の合計が I コマの露光量となります。 
背景と被写体が重なる場合は、あらかじめ露出補正しておくことが必要です。次を円をに補正してください。 


2问：-1.0、3同：-1.5、4同：- 2.0 

撮影前にテストしてください。 

背景が完全に黒く、被兮体が画面内で重ならない場合は、露出補正を巧わずに、を遠出ごとに適正露山で撮 
影するのが基本です。 

※多重露出撮影時な外は、フィルム卷_卜-げ時に夕垂露出レバーを動かさないようにみ;意してください。 

《 多垂露出撮影の際の フレームは 極力ずれの牛じないように配慮していますが、 フィルムのカーリング やたるみ、 
をき上げの緩急などにより、を干ずれることがあります。 
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赤外線撮影 


赤外 フィルムとフィルターを 使用した赤外線撮影 
時には、目で見て合わせた場合とはピントの位置 
がずれるため、ホ外指標（ホい線に黄色または緑 
色の点）で距離を補正します。 

《ホ外線撮影の詳細については、使用する赤外フィルムの使 
用説明書をご参照ください。 

※右の図は Ai ズームニツコール 35-70 mm / f 3.548 S レンズを例 
にして説明してあります。 

1 フィルターを付けていない巧態でファインダー 
をのぞき、 ピントを合わせます。 

2 ピントが合った撮影距離を読み取り、その値を 
赤外指標に合わせます。 

…レンズが広角 (35 mm ) 側のときは緑色の指標に合わ 
せます。 

…レンズが望遠 （70 mm ) 側のときは黄色の指標に合わ 
せます。 

3 R 60 などのフィルターを装着して撮影します。 



由 iHimmnHmmiiuminnW 


2216118 5.6 3.5 


35 mm 



70 mm 
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レンズの付けち、外し方 


• レンスの着脱は、直穿 t 日光を避けて行ってくた 
さい 0 

• レンズを取り付ける際は、レンズ取外しボタンを 
押さないようじ注意してください。 

1カメラの白点マークとレンズの距離指標を合わ 
せ、レンズを反時計方向にゆっくり回します。 

•••カチッと音がするまで回してください。 

2レンズを取り外す場合は、レンズ取外しボタン 
(9) を押しながらレンズを時計方向に回して夕 f 
します。 




使用 レンズについて 

ニコン FM 1 0 に使用できるレンズは AI 方式ニッ 
コールレンズ、 AF ニッコールレンズ、ニコン 
レンズシリーズ E、 その他レフレックスニッコ 
—ル、メディカルニッコールなどとなっていま 
す。これらのレンズが外のレンズはニコン 
FM 10 に使用することはできません。これはレ 
ンズとニコン FM 1 0 の露出計が連動しないこと 
と、レンズによってはニコン FM 10 に取り付け 
ることができないためです。（無理にレンズを 
取り付けますと、ボディを破損したりレンズ 
の着脱ができなくなることがあります。） 

- AI 方式じ(外の ニッコール レンズでレフレック 
スニッコール 500mmF8, および PC ニッコール 
28mmF3.5 ，メディカルニッコール 120mmF4 
は全てニコン FM10 に使用できますが、その 
イ也のレンズは々のレンズのみニコン FM 10に 
使用可能です。 


• レフレックスニッコール1000 mmF11 は、製 
品 No. 140001〜14の60、および No. 14300化ソ 
降のもの。 

• レフレックスニッコール2000 mmF11 は、製 
品 No. 20031化: i 降のもの。 

.PC ニッコール 28mmF4 は製品N0.18090化:(降 
のもの。 

• PC ニッコール 35mmF2.8 は製品 No. 851000必 
前のもの、および No. 90620化: i 降のもの。 

• ズームニッコール ED180 〜600 mmF8 は製品 
N0.1741671^ソ降のもの。 

• ズームニッコール200〜600 mmF9. 5は製品 
No. 30049化ソ降のもの。 

• ズームニッコール ED360 〜1200 mmF11 は製 
品N0.174088]^ソ降のもの。 
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使用可能な別売りアクセサリー 


スピードライト ( SB -800/30/29 S /27/22 S /16 B ) 

暗い場所での撮影や逆光でのポートレート撮影などに利用すると便利です。 

• FM 10 のアクセサリーシューはフラッシュ接点が（ホットシュー）ですので、上記スピードライトはコード不要で、 
アクセサリーシューに差し込むだけで接続できます。 

•上記スピードライトを使用される際は、外部調光かマニュアル撮影でご使用ください（詳しくは、ご使用の各ス 
ピードライトの使用説明書をご参照ください）。 

接写アクセサリー 

クローズアップレンズ（ N 0.0、 No . し No .2) は、レンズの先端に取り付けて使用します。 

オート接写リング （ PK -11 A 、 PK - 12、 PK - 13)、ベローズアタッチメント PB -6 は、レンズとカメラボ 
ディとの間に取り付けて使用します。 

ファインダーアクセサリー 

接眼補助レンズ （9 種類）、アイピースアダプター、マグニファイヤー DG -2、 角窓用変倍アングルフ 
アインダー DR -6、 アイピースキヤップ DK -5、 ケーブルレリーズ A 民-3等は、接眼部およびカメラに 
取り付けて使用します。 
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カメラの取扱いについて 


A 警告 


■カメラに強いシヨックを与えない 

カメラやレンズは、精密機械です。落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。故 
障の原因になります。また、シャッター幕に直接手を触れないでください。変形や破損などの原 
因となります。 

■異物を入れない 

カメラの開口部（マウント、裏ぶた等）から異物が入らないようにしてくださし、。万-一入ると故障 
の原因じなります。 

■水にぬらさない 

このカメラは防水機構になっておりません。水にぬらさないように注意してください。カメラ内 
部に水滴が入ったりすると部品がサビついてしまい、修理費用が高額じなるだけでなく、修理不 
能となることがあります。 


シンナーやベンジンなどの有機お剤をカメラ、 
レンズの清掃に使用しないこと 

义災や健康障害の原因となります。 

製品を破損します。 
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■ミラーやレンズを手入れする際のま意 

レンズやミラー、フアインダースクリーンにゴミやホコリカす付いているときは、キズカ呵寸きやす 
いので、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹き払う程度にしてください。 

万一指紋などが f ホいてしまった場合は、柔らかい清潔な布で軽く拭き取ってください。 

■ 急激な温度変化を与えない 

温度差が極端となる場所（寒いところから急激に暖かいところや、その逆になるところ）にカメ 
ラを持ち込むと、カメラの内外に水滴を生じ、故障の原巧となります。カメラをバッグやビニー 
ル袋などに入れて、周囲の温度になじませてから使用してください。 

■カメラの手入れ方ま 

カメラを手入れする際は、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹き仏ってから、乾いた菜らかい布で 
軽く拭いてください。特に、海辺などで使用した後は、真水を浸した布で塩みを拭き取ってから 
手入れしてください。 

■保管する際は乾燥剤と一緒に保管する 

カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤（シリカゲルなど）と-一緒じ入れて保管すると、より安全 
です。ただし、ソフトケースをビニール製の袋に入れておくと、ソフトケースが変質することが 
ありますので避けてください。乾燥剤は湿気を吸って効力がなくなりますので、ときどき取り替 
えてください。 
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■カメラは風通しのよい乾燥した場所に保管する 

カメラを保管する際は、ナフタリンや棒脳の入ったタンスや磁気を発生する器具（テレビやラジ 
才など）のそばを避けて、風通しのよい乾燥した場所を選んで保管してください。 

極度に高温となる場所（閉めきった車内やトランクの中、使用しているストーブの前など）に力 
メラを置かないでください。故障や破損の原因じなります。 

画か解しないでください。 

カメラが故障したときや、調子が悪いときでも絶巧に分解しないでください。 

■保管した後は 

乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力がなくなりますので、時々、取り替えてください。力 
メラ、レンズを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることがあります。 
1ヶ月じ一度を目をに電源を入れて、数回シャッターをきってください。 
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電池の取扱いについて 


■カメラを長期間使用しないときは、電池を取り出して保管する 

カメラを長期間使用しないときは、電池の漏液などからカメラを保護するため、カメラから電池 
を取り出して保管してください。 20° C の^下の湿度の低い所に保存してください。 


■低温時には新しい電池を使う、予備の電池を用意する 

低温時に消耗した電池を使用すると、露出表示が作動しない場合があります。低温時に撮影する 
場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めながら交互に使用してくださ 
い。低温のために一時的に性能が低下して使えなかった電池でも、常温に戻ると使える場合があ 
ります。 

•電池を入れるときは、カメラの電源スイッチを OFF にしてから、 +•— を間違えないよう正し 
く入れてください。 

•電池を分解する、シヨートさせる、加熱する、义の中へ入れるなどは、破裂のおそれがありま 
すので、絶がにしないでください。 

♦電池を交換するときは、同ーメーカーの同じ種類の新しい電池2本を同時に交換してくださし、。 
誤った使い方は、電池寿をを短くしたり、接触不良等を引き起こす原因となります。 
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アフターサービスと 保罰に ついて 


■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受 

けしています。 

.ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面を 
ご参照ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

-ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案 
内」をご覧ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することができない場 
合は、最寄りの販売店、または ニコンサービスセンター にご相談ください。 

■補修用性能部品について 

ニコン FM 10の補修用性能部品の保有期間は、製造打切り後 

7年間を目安としております。 

-補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品 
です。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品 
保有期間経過後におきましても修理可能な場合もありますので、ご購 
入店または当社サービス機関にお問い合わせください。 

•水没、火災、落下などによる故障または破損で、全損と認められた場 
合は、修理が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の 
判定は、当杜サービス機関にお任せください。 


■製品の保証について 

(1) この製品には「保証書」がついていますので、ご確!'忍ください。 

(2) 「保証書」は、お買い上げの際、ご購入店からお客様にお渡し 
することになっております。「ご購入者氏名」及び r 住所」「ご賭 
入年月日」がすべて記入された「保証書」をお受け取りになり、 
内容をお読みの上、大切に保管してください。 

(3) 保証規定による保証修理は、ご購入から1年間となっておりま 
す。「保証劃をお受け取りになりませんと上述の保証修理が 
受けられないことになります ので、 もしお受け取りにならなか 
った場合は、ただちにご購入店にご請求ください。 

(4) 保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、 
運賃諸掛かりはお客様にご負担願います。 

(5) 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサ 
ービスについてご不明なことがありましたら、ご購入店または 
当杜サービス機関にお問い合わせください。 

■使用説明書について 

使用説明書が破損などによって判読できなくなったときは、当社 

サービス機関にて新しい使用説明書をお求めください（有償)。 
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仕様 


型式： 

機械制御式 35 mm —眼レフレックスフォーカ 

アクセサリーシュ ー ： 

ホットシューのみ 


ルプレーンシャッターカメラ 

その他の機能： 

被写界深度確認機能 

露出制御： 

マニュアル 

呈脚ネジ穴： 

1/4インチ （ JIS 規惭 

使用フィルム： 

パトローネ入り 35 mm フイルム 

電源： 

1.5 V 、 LR 44 型アルカリ電池2個、 CR -1/3 N 

画面サイズ： 

24 X 36 mm 


型リチウム電池1個、または SR 44 型銀電池 

レンズマウント： 

ニコン F マウント ー 


2個 

シャッター型式： 

上下走行式フォーカルプレーンシャッタ^ 

電源スイッチ： 

シャッターボタンの半押しまたは測光ボタ 

シャッタースピード： 

6、1〜1/2000秒 


ン ON 時 

ファインダー： 

ペンタプリズム使用、アイレベル式 

電源チェック： 

電源スイッチ ON 時、 LED が点灯すれば使用 

ファインダースクリーン： 

専用 K 型（スプリットマイクロ式） 


可能 

ファインダー倍率： 

あ 0.84 倍(焦点距離 50 mm 使用時で〇〇のとき） 

大きさ： 

139 (幅 ）X 86 (高） X 53 (奧わ ) mm 

ファインダー視野率： 

約92% 

質量僅さ）： 

約 420 g (電池含まず） 

ファインダー内表示： 

緑〇 LED ： 適正露出 
ホ+ LED : 露出オーバー警告 
赤一 LED :露出アンダー警告 



ミラー: 

クイックリターン式 



測化方式： 

TTL 中央部重点測ホ、絞り込み測光も可能 



測化範囲： 

ISO 100 で EV 2 〜 19( F 16、 1/2000秒） 



フィルム巻上げ： 

^作動レバー卷上げ式、二重巻上げ•二重 
露出防止機能付き 



多重露出； 

多重露出レバーにより可能 



フイルム巻戻し： 

巻戻しボタンおよび巻戻しクランクによる 
(巻戻しボタンは巻上げにより自動復帰） 



フイルムカウンター： 

順算式、裏ぶた開放により自動復帰 



フイルム感度： 

IS 025 〜3200、1/3段ステップ 

※データはすべて、常温 (20 で）、新品電池使用時のものです。 

セルフタイマー： 

機械式、作動時間約10秒（解除不可） 

※仕様.外観の一部は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

シンクロ接点： 

X 接点のみ、シャッタースピード1/125秒な 
下の低速でスピードライトに同調 
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Notes 



Notes 



Notes 



製品の使い方に関するお問い合わせ 


] 


コンカスタマーヴポートセンター > 全国共通のナビダイヤルにお電話ください。 

〇570-〇2-80〇0 営業時間:9:30〜18:00(年末年始、夏期休業曰等を除く毎日) 


3 

■鬥恤 I — 


一般電話’公*電話か5は市内通話料金でご利用いただけます 


ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、の 3) 6702-0577 におかけください。 
ファクシミ U でのご巧談は、 （03) 5977-7499 に送信ください。 


C 修理 サービスの ご案内 

インターネットでの修理のお申し込み 

下記 URL からじ〕ンピックアップサービス」のお申し込みびできます。宅配便などでお送りいただいた場合などの「修理金額見積り」、「修理状況」、「納期」 
などちご確認でさますのでご利用ください。 

http://www.nikon-image.com/support/repair/ 


C _修理品のお引き取りを依頼される場台は_ I 

くニコンピックアップサービス> 

下記のフ1」ーダイヤルでお申し込みいただくと、ニコン指定の配送業ち(ヤマト運輸)び、個包資材のお届け•修理品のお弓 I き取り、修理後のお届け • 集金までを一括し 
て提供するサービスです。 


函0120 -02-81 55 

製品に関するお問い合わせは、上記のカスタマーヴポートセンターへお願いいたします。 
修理に関するお問い合わせは、下記の修理センターへお願いいたします。 


営業時間: 9:30〜18:00 (年末年始 12/29〜1/4 を除く毎日） 

※左記のフ U - ダイヤルは、ニコン指定の配を業ち(ヤマト運輸にてまります。 


[ 修理品を宅配便などでお送りいただく場をの送り先と修理に関ずるお問い台わせは I 

< (株）ニコンイメージングジャパン修理センター> 

230-0052 横お市鶴見区生麦 2-2 J 6 

営業時間: 9:30 〜 17:30 (±曜日、日曜日、祝日、年末年始、夏期休業日など鮮社定休日を除く毎日） 

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、の 3) 6702-0577( ニコンカスタマーサポートセンター）におかけください。 

♦修理センターには、ご来所の方の窓口びございません。宅配便のみお受けします。ご了をください。 


ggg 0570-02-8200 

—瓶電話’公を電話か5は巿内通話巧金でご利用いただけまず 
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